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第
８
回
行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

ま
ち
づ
く
り
の
諸
計
画
を
策
定
す
る

各
段
階
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い

て
住
民
参
画
の
場
を
設
け
、
住
民
と
行

政
が
協
働
し
な
が
ら
計
画
づ
く
り
を
行

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
地
域
懇
談
会
や
住
民
説
明
会
は
対
話

行
政
を
進
め
る
有
効
な
手
段
な
の

で
、
目
的
に
応
じ
て
開
催
し
、
住
民

と
行
政
の
対
話
を
進
め
て
ほ
し
い
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

住
民
と
行
政
の
情
報
交
換
と
ま
ち
づ
く

り
へ
の
住
民
参
画
を
図
る
た
め
、
町
の

政
策
を
広
く
周
知
し
、
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
地
域
懇
談
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
効
率
的
な
組

織
運
営
を
行
い
行
政
や
各
種
団
体
と
協

働
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
住
民
福
祉
を

推
進
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
保
育
士
は
経
験
が
求
め
ら
れ
る
業
務

で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
い
保
育

士
ま
で
年
齢
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

て
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
預
け
ら
れ

る
体
制
を
、
公
立
・
民
間
に
関
わ
ら

ず
築
い
て
ほ
し
い
。

◆
町
の
責
任
で
保
育
を
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
民
間
で
も
責
任
を
し
っ

か
り
持
ち
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
移
譲
は

可
能
だ
ろ
う
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

町
立
保
育
所
の
改
築
時
期
や
財
政
的

な
効
率
、
職
員
の
処
遇
な
ど
に
考
慮
し

な
が
ら
、
将
来
２
か
所
の
う
ち
１
か
所

を
民
間
移
譲
す
る
方
向
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
民
間
企
業
を
P
R
し
、
広
告
収
入
を

得
る
取
り
組
み
は
よ
い
と
思
う
の

で
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ほ
し
い
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

公
共
施
設
や
公
用
車
、
広
報
印
刷
物

に
民
間
企
業
の
広
告
を
掲
載
し
、
広
告

収
入
を
得
る
こ
と
で
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

ま
ち
づ
く
り
の
諸
計
画
の
各
施
策
を

実
現
す
る
た
め
に
、
構
造
改
革
特
区
制

度
や
地
域
再
生
制
度
を
活
か
し
て
国
へ

提
案
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
介
護
予
防
事
業
は
保
険
料
に
直
結
す

る
の
で
、
遠
賀
郡
内
で
統
一
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

遠
賀
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

と
福
岡
県
介
護
保
険
連
合
に
対
し
て
、

効
率
的
な
運
営
を
行
う
た
め
の
改
革
提

案
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性

役
場
の
組
織
活
性
化
を
図
る
た
め
、

政
策
提
案
に
よ
る
人
事
異
動
制
度
や
管

理
職
の
役
職
定
年
制
度
、
退
職
日
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

６
項
目
が
提
案
さ
れ
、
協
議
さ
れ
ま

し
た
。
第
９
回
の
委
員
会
で
方
向
性
の

第
７
回
委
員
会
で
提
案
さ
れ
た

項
目
の
審
議
と
方
向
性
の
確
認

岡
垣
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
８
回
目
の
会
議
が
11
月
18
日
に
岡
垣
町

役
場
で
行
わ
れ
、
前
回
提
案
さ
れ
た
８
項
目
の
審
議
と
新
た
に
６
項
目
が
提

案
さ
れ
、
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
参
画
に
よ
る
計
画
策
定

地
域
懇
談
会
の
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
の
改
革

構
造
改
革
特
区
の
活
用

広
域
行
政
の
推
進

町
立
保
育
所
の
民
間
移
譲
の
検
証

広
告
収
入
に
よ
る

歳
入
増
へ
の
取
り
組
み

新
た
な
人
事
異
動
制
度
に
よ
る

組
織
活
性
化

今
回
提
案
さ
れ
た
項
目



制
度
を
作
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。少

子
化
の
影
響
で
児
童
生
徒
数
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
学
校
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
校
舎
建
替
や
児
童
生
徒

数
の
推
移
を
見
な
が
ら
校
区
再
編
と
統

廃
合
を
引
き
続
い
て
検
証
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
将
来
は
児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
こ
の
町
で
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
に

は
、
学
校
は
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

る
。
学
校
の
統
廃
合
は
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
姿
を
見
据
え
た
上
で
慎
重

に
判
断
す
べ
き
だ
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

3

会
議
録
の
公
開

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
会
議

録
は
、
岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.o
ka
g
a
ki.fu

ku
o
ka
.jp
/

確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
か
ら
権
限
と

財
源
を
地
域
に
移
譲
し
、
地
域
住
民
が

主
役
と
な
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
仕

組
み
を
作
り
、
小
学
校
区
ご
と
の
新
た

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
行
政
と
地
域
住
民
の
協
働
の
考
え
方

に
は
賛
成
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
行
政

が
担
っ
て
い
た
部
分
を
地
域
住
民
が

担
う
に
は
時
間
が
必
要
だ
。
協
働
に

至
る
ま
で
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
取

り
組
み
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

◆
ア
パ
ー
ト
が
多
い
地
域
で
は
、
自
治

区
に
加
入
し
な
い
人
も
多
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
意
識
が
薄

い
。
ま
ず
は
自
治
区
へ
加
入
す
る
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。

住
民
の
自
主
的
自
発
的
な
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
提
案
を
公
募
し
、
そ
の
実
施
に
関
す

る
権
限
と
財
源
を
移
譲
し
て
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
主
な
意
見

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
提
案
公
募

型
事
業
で
地
域
や
住
民
が
担
う
領
域

が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
経
費
削
減
と

同
時
に
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進
に
つ
な
が
る
だ
ろ

う
。

町
が
住
民
団
体
、
N
P
O
、
企
業
な

ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
協
働

に
よ
る
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
が
岡
垣
町
の
行
政
経
営
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
把
握

す
る
満
足
度
調
査
を
毎
年
実
施
し
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
る
こ
と
が

提
言
さ
れ
ま
し
た
。

岡
垣
町
の
出
身
者
や
町
内
外
で
関
心

を
持
つ
人
が
、
町
が
企
画
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
、
町
を
応
援
す
る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
推
進

提
案
公
募
型
事
業
の
創
設

住
民
満
足
度
調
査
の
実
施

小
中
学
校
の
校
区
再
編
・

統
廃
合
の
検
証

お
か
が
き
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
制
度
の
創
設

協
働
に
よ
る

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
導
入

▲こどもまつりのように、住民が事業の企画から実施を主体的に行うことが
できる提案公募型事業が始まります
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折尾警察署では、住
民代表の委員に意見を
聴く警察署協議会を行
いました。岡垣町から
も数名が参加していま
す。
折尾署管内で9月末

での刑法犯認知状況は3,579件(前年比6.2％減)で、
街頭犯罪は2,027件（15.3％減）と減少しています。
問い合わせ 折尾警察署1691－0110へ

安全で安心できるまち
10/26警察署協議会

▲児童による詩・音楽・ボディーパーカッションの発表も行われました

IT社会に生きる子どものコミュニケー
ション能力の向上を目指した教育活動の
創造という研究テーマで発表会が開催さ
れました。各学年の公開授業も行われ、
参加した学校関係者や保護者約230人は、
授業を参観し、研究発表にも熱心に耳を
傾けました。

子どもの能力向上を
目指して

11/25戸切小学校研究発表会

地域で採れた新鮮な農産物や海産物の出店などがあ
り、多くの家族連れなどで賑わいました。生産者と消
費者の交流も行われ、楽しい一日となりました。

海の幸、山の幸のお祭り
11/20遠賀・中間地区農業祭(芦屋競艇場)

おめでとうございます　叙勲・褒章
秋の叙勲・褒章

田中整形外科病院職
員互助会から町に、自
動血圧計1台と車椅子8
台が寄贈されました。
これらの品物は、町

民の健康と福祉の増進
を願って寄贈され、町
からは、感謝状を贈呈
しました。多くのみな
さんが利用できるよう
自動血圧計は中央公民
館に、車椅子はいこい
の里に設置しました。

みんなの健康を願って
11/24医療器具寄贈・感謝状贈呈

秋の叙勲で、横矢守行さん(南高陽
区・81歳)が瑞宝単光章を授章されまし
た。瑞宝章は、公務などに長年にわた
り従事し、成績を挙げた人が授与され
ます。日本国有鉄道などで44年にわた
り、信号保安設備の保全などに尽力さ
れた横矢さんは、「いつまでも健康を維持し、地域のこと
に取り組んでいきたい」と話されました。
また、小西孝二さん(海老津区・67
歳)が、黄綬褒章を受章されました。黄
綬褒章は、業務に精励し、衆民の模範
である人が授与されます。約40年建設
業に精励され、現在、小西建設工業株
式会社社長をされている小西さんは、
「建設業界は今厳しい時代だが褒章は励みにもなる。業種
を通じてみなさんの役に立っていきたい」と話されました。

▲中央公民館に設置された自動
血圧計

感
謝
状
を
受
け
取
る
会
長

の
和
田
雅
美
さ
ん

▲

岡
垣
町
の
農
産
物
や
海
産
物
も
販
売

さ
れ
ま
し
た

▲
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日ごろの芸術文化活動の発表の場として行われま
した。
絵画・水墨画・日舞・民謡・合唱・カラオケ・社

交ダンスなど、多彩な催しがあり、約3000人が訪れ
ました。
町民文化祭は、町内で文化活動をしている人なら

だれでも参
加できます。
来年は参加
してみませ
んか？

文化の花が満開です
11/11～14第29回町民文化祭

暴走族から更生し、青少年を対象としたボランテ
ィア活動をしている田川市暴走族離脱促進アドバイ
ザーの工藤良さんが講演し、青少年の健やかな成長
には地域の大人の目が必要であるという話に、参加
者は熱心に聞き入っていました。

青少年の成長に大人の目を
11/25第２回岡垣町青少年補導員研修会

日ごろの練習の成果をいかんなく発揮する人から、
ペタンクは初めてという人まで、144人が参加して
行われました。試合が進むにつれて白熱して盛り上
がり、楽しい雰囲気となりました。

目標へ一直線
11/20ふれあいペタンク大会（町民総合グラウンド）

岡垣町消防団が、秋季火災予防運動期間中に防火パ
レードをして、火災に関する意識の高揚を呼び掛けました。
また、消防団員の技術力向上のため訓練を行い、参加した団員は真剣な表

情で臨みました。岡垣町消防団は、地域に貢献できるように訓練などを活発
に行っています。
遠賀郡消防合同出初式
消防車両展示や消防署による消防活動展示などが行われます。
と　き 1月8日(日)午前9時30分　　ところ 水巻南中学校グラウンド

年末年始も火の用心
11/13防火パレード

「税についての作文」で、岡垣町の
4人の中学生が表彰されました。また、
岡垣東中学校が、作文の募集を通じて
広く納税意識の向上に寄与したとし
て、全国納税貯蓄組合連合会長から感
謝状を贈られました。
【福岡国税局長賞】
「納めた税　明るい未来へ　一歩ずつ」
岡垣中学校3年生　中里　紗記
【岡垣町長賞】
「過去から未来へ」
岡垣東中学校2年生　木村　真彩
【若松納税貯蓄組合連合会会長賞】
「税金ってなに？」
岡垣東中学校2年生　下窪恵理華
【若松税務署管内税務推進協議会会長賞】
「税金について」
岡垣中学校2年生　　木　慎一

納めた税　明るい未来へ　一歩ずつ
中学生の「税についての作文」表彰

研
修
で
得
た
も
の
を
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で
見

守
る
こ
と
に
生
か
し
ま
す

▲

中
里
さ
ん

▲

木
村
さ
ん

▲

下
窪
さ
ん

▲

木
く
ん

▲

キッズ三味線教
室の子どもたち

▲



戸切白谷区
戸切白谷区では、毎年の文
化祭がマンネリ化しないよう
に工夫しており、区のみなさ
んと協力して、今年は約120
点の出展がありました。
いろいろな行事を通して区
民の協力が増え、区の発展と
活性化につながっています。
【原稿は戸切白谷区小八重区長の提供】

南高陽区
南高陽区では、11月19

日・20日に、文化祭を開催
しました。今年で23回目と
なる今回は、樋　町長や十時
教育長をはじめ、区内外から
多数のみなさんが観賞に訪れ
ました。
【写真と原稿は南高陽区田口誠さ

んの提供】

6

私たちの地域の文化祭

岡垣町食生活改善推進会は、「私たちの健康は私たちの手
で」を合言葉に、地域のふれあいを深めながら、食生活を通
じて地域の健康づくりを進める活動をしています。講座に
取り組んだり、広報おかがきにヘルシークッキングを掲載
したりしているほか、10月16日のまつり岡垣や11月13日
の町民文化祭では無料で試食を配り、合計1,300食をみな
さんに味わっ
ていただきま
した。

【写真と原稿は
岡垣町食生活改
善推進会会長の
松尾マサヨさん
の提供】

私たちの健康と食生活

青
葉
短
歌
会

神
々
の
宿
り
し
杜
は
、
苔
む
し
て

霧
島
神
宮
朝
日
に
映
ゆ
る

南
里
　
和
明

咲
き
盛
る
菊
を
バ
ッ
ク
に
亡
父
と

娘
の
か
け
替
の
な
い
セ
ピ
ア
の
写
真

橋
本
　
和
子

草
に
隠
れ
見
え
ぬ
大
葉
に
詫
び
な
が
ら

今
朝
一
番
に
草
取
り
て
や
る

石
松
　
文
子

ど
ん
こ
船
に
う
た
ご
こ
ろ
乗
せ
秋
の
日
の

白
秋
祭
り
に
川
下
り
ゆ
く

石
松
　
清
美

青
嶺
俳
句
会

ゆ
っ
く
り
と
雲
ゆ
く
銀
杏
黄
葉
か
な

大
村
　
照
子

き
っ
ぱ
り
と
農
を
離
る
る
冬
山
河

岩
崎
　
要
子

荒
打
の
般
若
の
面
初
し
ぐ
れ岸

原
　
邦
世

聖
堂
の
冬
夕
焼
の
丸
き
窓

近
藤
　
笑
香

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

繰
り
言
に
亜
相
槌
を
打
ち
日
向
ぼ
こ

長
畑
田
鶴
子

冬
椿
咲
き
し
を
知
ら
ず
病
み
ゐ
た
り

小
西
き
く
え

霜
柱
踏
め
ば
幼
き
日
の
匂
い山

中
き
よ
み

浦
風
や
雲
の
居
す
わ
る
大
枯
野

児
島
　
清
子

木
綿
間
俳
句
会

書
画
骨
董
道
に
商
ふ
小
春
か
な

神
谷
　
香
代

婆
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
一
人
日
向
ぼ
こ

中
村
　
鶴
子

濡
れ
縁
に
ま
ど
ろ
む
猫
と
日
向
ぼ
こ

橋
本
貴
美
子

横
た
は
る
枯
枝
め
き
し
穴
ま
ど
ひ

久
留
美
智
子

岡
垣
川
柳
会

時
た
ま
の
や
さ
し
い
仕
草
何
か
あ
る

野
中
よ
う
子

健
康
一
番
朝
の
散
歩
を
趣
味
と
す
る

馬
場
　
哲
哉

専
門
家
超
え
て
る
趣
味
は
嫌
が
ら
れ

末
松
　
　
碧

守
備
の
ミ
ス
バ
ッ
ト
で
返
す
心
意
気

宇
都
宮
福
夫

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

参加する人も読む人もみんな友達。このコーナーでひとつにな
って楽しもう！「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読
者のページです。楽しかったこと、悲しかったことから地域の活
動まで、また、イラスト・4コマまんが・俳句・川柳などの作品
もお待ちしています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号岡垣町役場地域づくり
課広報「どくしゃの私書箱」係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお忘れなく
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お
は
な
し
会
…
毎
月
第
２
、
４
土
曜

日
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後
２
時
30
分
か

ら
３
時
ま
で
、
絵
本
の
読
み
き
か
せ
や

紙
芝
居
を
し
て
い
ま
す(

対
象
は
幼
児
か

ら
小
学
校
低
学
年
）。

成
人
読
書
会
…
毎
月
最
終
金
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
、
み
ん
な
で

一
つ
の
本
を
読
ん
で
感
想
や
作
者

に
つ
い
て
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

お
う
ち
の
近
所
で
借
り
ら
れ
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
町
内
公
共
施

設
に
あ
る
利
用
者
端
末
を
使
っ
て
、

本
を
探
し
た
り
予
約
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
受
け
取
り
は

サ
ン
リ
ー
ア
イ
だ
け
で
な
く
、
情
報

プ
ラ
ザ
人
の
駅
、
東
部
・
中
央
・
西

部
公
民
館
で
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
で

町
内
の
小
・
中
学
校
に
も
図
書
館

の
本
を
探
せ
る
端
末
を
置
き
、
月
に

１
回
要
望
の
本
を
届
け
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
調
べ
た
い
と
き
は

み
な
さ
ん
が
本
や
資
料
を
探
し
た

い
と
き
、
職
員
が
お
手
伝
い
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
一
週
間
に
約
60
冊
ほ
ど
の
新

し
い
本
や
、
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
本
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

読
み
た
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
購

入
し
た
り
、
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
取
り

寄
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
に
は「
よ
み
き
か
せ
」「
布
の

絵
本
製
作
」「
書
棚
整
理
・
本
の
修
理
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
運
営
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
を
汚
し
た
り
、
破
っ
た
り
し
な
い

返
却
期
限
を
守
る

受
付
で
貸
し
出
し
手
続
き
を
せ
ず

に
、
無
断
で
持
ち
帰
ら
な
い

図
書
館
内
で
大
き
な
声
を
出
し
た
り

走
っ
た
り
し
な
い

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
、
だ
れ
も

が
気
持
ち
よ
く
図
書
館
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
図
書
館

は
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
こ

そ
価
値
の
で
る
施
設
で
す
。
本
の
こ
と

や
利
用
の
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図

書
館
1
２
８
２
‐
５
５
６
６
へ

本
と
の
出
会
い
、

人
と
の
出
会
い
の
あ
る
図
書
館

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
もあ

り
ま
す
よ

読
み
た
い
本
が
あ
り
ま
す
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

み
ん
な
で
守
ろ
う

図
書
館
の
マ
ナ
ー

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館
は
、
平
成
５
年
７
月
に
開
館
し
て

13
年
目
に
な
り
ま
す
。
当
初
は
２
万
５
千
冊
だ
っ
た
本
も
、
今
で

は
８
万
冊
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
１
日
に
約
五
百
人
が
利
用

し
、
そ
の
う
ち
約
二
百
五
十
人
が
貸
し
出
し
利
用
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
と
い
う
と
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
た
く
さ
ん
の
本
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
て
、
静
か
に
勉

強
し
た
り
本
を
探
し
た
り
す
る
場
所
と
い
う
の
が
、
図
書
館
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
実
際
に
は
、
お
は
な
し
会
や
読
書
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、
か
つ
て
は
な
か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

▲ボランティアが
作った布の絵本

み
ん
な
で
守
ろ
う

図
書
館
の
マ
ナ
ー

み
ん
な
で
守
ろ
う

図
書
館
の
マ
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す



8

役場・教育委員会 1282―1211
情報プラザ人の駅 1281―2005
こども未来館 1281―5501
東部公民館 1282―0035
中央公民館 1282―0162
西部公民館 1282―7476
町民武道館 1282―6111
岡垣サンリーアイ 1282―1515
社会福祉協議会 1283―2940
シルバー人材センター 1282―4688
いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033
岡垣在宅介護支援センター 1282―5167
岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

各
小
学
校
で
、
家
庭
か
ら
の
廃
油(

食

用)

を
回
収
し
ま
す
。

と
　
き

１
月
５
日
(木)
〜
６
日
(金)
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

小
学
校
事
務
室
来
校
者
受
付

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
1
２
８
１
‐
３
０
０
１
へ

毎
週
月
曜
日
に
行
っ
て
い
る
エ
イ

ズ
・
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

の
検
査
・
相
談
を
、
こ
の
日
は
夜
間
ま

で
行
い
ま
す
。
医
師
・
保
健
師
が
無
料

で
応
じ
ま
す(

匿
名
可)

。

と
　
き

○
検
査
＝
平
成
18
年
１
月
16

日
(月)
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
45
分

○
結
果
説
明
＝
１
月
23
日
(月)
午
前
９
時

〜
11
時
、
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
45
分

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

(

水
巻
町)

問
い
合
わ
せ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
1
２
０
１
‐
４
１
６
４
へ

心
身
障
害
児
通
園
療
育
施
設「
す
ぎ

な
園
」(

芦
屋
町)

で
は
言
語
や
運
動
発
達

面
で
遅
れ
や
心
配
の
あ
る
子
ど
も
に
、

通
園
と
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

募
　
　
集

エ
イ
ズ
検
査
　
夜
間
ま
で
特
別
実
施

子子子子どどどどももももたたたたちちちちのののの健健健健全全全全なななな育育育育成成成成をををを応応応応援援援援ししししまままますすすす
家庭生活の安定と次世代を担う子どもたちの健全

な育成、資質の向上を目的とした制度を紹介します。
※各手当は、前年所得によって支給されないことも
あります

児童手当
対　象 国内に住所があり、小学校第３学年終了前
の児童を養育している人
児童扶養手当
対　象 父母が婚姻を解消した児童・父が死亡した
児童(公的年金が受けられる場合を除く)・父が重度
障害者である児童で、公的年金の加算対象となって
いない児童などにあてはまる人
特別児童扶養手当
対　象 国内に住所があり、精神や身体に障害のあ
る児童を監護している父母か、または父母に代わっ
てその児童を養育している人
※児童手当受給者は、6月1日現在の現況届が必要
で、この届出がないと6月以降の受給ができなく
なります

※(特別)児童手当受給者は、8月1日現在の現況届・
所得状況届が必要で、この届出がないと8月以降
の手当の受給ができなくなります

保育所の入所募集をします
申し込み 平成18年１月４日(水)～２月３日(金)ま
でにこども未来課、中部・東部保育所にある申込用
紙を提出

自
然
を
守
ろ
う
！
廃
油
回
収

す
ぎ
な
園
に
入
園
し
ま
せ
ん
か

通園 

対象 

内容 

とき 

料金 

訓練 相談 
遠賀郡内在住で、通園に
なじむ小学校入学前の心
身障害児 

遠賀郡内在住の18歳未満の心身障害児や言
語などに心配のある人　※保護者同伴 

日常生活の基本動作の指
導や集団生活訓練など 

言語・機能訓練士、 臨床心
理士による訓練 

障害者自立支援法に基づく
利用者負担額 

午後１時30分～４時30分 
言語＝月２回、  
機能（理学・作業）＝各々月
１回、心理＝月３回 
※曜日は未定　送迎なし 

子どもの発育や
発達の相談 

月～金曜日の午前９時～
午後３時 
※送迎なし 

給食費が必要。障害者自
立支援法に基づく利用者
負担額 

必要時 

無料 

東部保育所 

100人 

3か月児～5歳児 

午前7時～午後8時 

（注）平成18年４月１日から、おとぎのいえ保育園が認可保育園になる予 
定ですので、東部・中部保育所と同様の入所申し込みが必要になります。 
問い合わせ　こども未来課へ 

来年4月の入園受付を、各幼稚園で行っています 

60人 

7か月児～5歳児 

午前7時～午後7時 

34人 

3か月児～5歳児 

午前7時～午後8時 

定　員 

対　象 

開所時間 

満3歳～5歳児 

午前8時～午後5時 

282-1135

満3歳～5歳児 

午前8時～午後6時 

282-0235

満3歳～5歳児 

午前8時～午後6時 

282-0247

定　員 280人 440人 200人 

えびつ幼稚園 岡垣第一幼稚園 岡垣中央幼稚園 

対　象 

開園時間 

電話番号 

中部保育所 おとぎのいえ保育園 
（認可予定） 

幼稚園に入園したいとき 

問い合わせ　各幼稚園へ 
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試
験
日

１
月
16
日
(月)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
12
日

(木)
ま
で
に
履
歴
書
を
中
央
公
民
館
へ

と
　
き

平
成
18
年
１
月
14
日
(土)

○
１
回
目
＝
午
前
10
時
〜
正
午

○
２
回
目
＝
午
後
２
時
〜
４
時

参
加
費

無
料

持
っ
て
く
る
物

画
像
デ
ー
タ
・
写
真

申
し
込
み

当
日(

事
前
申
し
込
み
な
し
）

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

※
必
要
書
類
は
役
場
に
あ
り
ま
す

※
通
園
・
訓
練
希
望
者
は
、
居
宅
受
給

者
証
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
31
日

(火)
ま
で
に
役
場
健
康
福
祉
課
へ

岡
垣
町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
案
内
は
、
中
央
・
東
部
公
民
館
へ
。

勤
務
内
容

社
会
教
育
施
設
の
予
約
受

付
・
施
設
の
施
開
錠
な
ど

採
用
人
数

若
干
名

対
　
象

町
内
在
住
の
大
学
生

勤
務
地

東
部
・
中
央
公
民
館

勤
務
時
間

○
平
日
＝
午
後
５
時
〜
10

時
30
分
○
休
日
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
・
午
後
５
時
〜
10
時
30
分

創
作
工
房
人
の
駅

つ
く
っ
て
み
よ
う
！
カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日
(水)
か
ら
１
月
４
日
(水)
ま

で
休
館
し
ま
す
。
開
館
は
１
月
５
日

(木)
午
前
９
時(

図
書
館
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ジ
ム
は
午
前
10
時)

で
す
。

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

１
月
13
日
(金)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

管
正
範
・
ム
ジ
カ
フ
ォ
ン

タ
ナ(

ピ
ア
ノ
・
歌)

曲
　
目

３
つ
の
ワ
ル
ツ
　
ほ
か

※
入
場
無
料

第
13
回
い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会

と
　
き

１
月
22
日
(日)
午
後
２
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

自
由
席)

入
場
料

前
売
五
百
円
、
当
日
八
百
円

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

【
ま
る
ご
と
パ
ソ
コ
ン
】

①
初
級
ク
ラ
ス
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応

用
講
座
③
デ
ジ
カ
メ
活
用
講
座

と
　
き

①
第
１
・
２
・
３
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午
②
第
１
・
２
・
３

月
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
③
第
１
・

２
・
３
月
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

受
講
料
な
ど

一
万
五
千
九
百
円(

３

か
月
分)

教
材
費

千
円(

３
か
月
分)

締
切
日

１
月
10
日
(火)

【
手
編
み
】

と
　
き

第
１
・
３
木
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

受
講
料
な
ど

九
千
六
百
円(

３
か
月
分)

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
】

と
　
き

第
２
・
４
木
曜
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
正
午

受
講
料
な
ど

九
千
六
百
円(
３
か
月)

【
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
】

と
　
き

第
１
・
３
火
曜
日
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

受
講
料
な
ど

九
千
六
百
円(

３
か
月)

【
ハ
リ
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
・
４
金
曜

日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

受
講
料
な
ど
　
一
万
三
千
二
百
円(

３

か
月)

愛愛
のの
心心
づづ
かか
いい

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
故
人
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。（
11
月
受
付
分
ま
で
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
　
古
賀
　
武
志
　
様
（
東
高
陽
）

故
　
古
賀
　
一
夫
　
様
　
87
歳

○
　
河
原
　
　
登
　
様
（
手
野
）

故
　
河
原
キ
ヨ
子
　
様
　
73
歳

○
　
神
谷
　
　
誠
　
様
（
上
畑
）

故
　
神
谷
ヨ
シ
ノ
　
様
　
95
歳

○
　
白
石
　
良
子
　
様
（
野
間
一
）

故
　
白
石
　
一
敏
　
様
　
69
歳

○
　
冨
山
　
秀
樹
　
様
（
野
間
四
）

故
　
冨
山
　
寅
雄
　
様
　
89
歳

○
　
舩
越
　
博
明
　
様
（
野
間
三
）

故
　
舩
越
千
代
子
　
様
　
64
歳

○
　
廣
渡
　
正
明
　
様
（
千
葉
県
）

故
　
廣
渡
　
敏
子
　
様
　
96
歳

○
　
中
園
　
幸
子
　
様
（
緑
ヶ
丘
）

故
　
中
園
　
雅
朝
　
様
　
75
歳

○
　
早
川
リ
ツ
子
　
様
（
高
倉
）

故
　
早
川
喜
代
志
　
様
　
80
歳

○
　
伊
藤
　
晃
二
　
様
（
吉
木
）

故
　
伊
藤
　
良
成
　
様
　
83
歳

○
　
水
城
美
智
子
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
水
城
　
繁
行
　
様
　
73
歳

○
　
松
岡
比
呂
志
　
様
（
福
岡
市
）

故
　
松
岡
　
充
男
　
様
　
74
歳

○
　
江
藤
　
和
生
　
様
（
高
陽
）

故
　
内
田
フ
サ
ヱ
　
様
　
94
歳

○
　
平
野
　
美
紀
　
様
（
鍋
田
）

故
　
平
野
　
　
律
　
様
　
72
歳

○
　
久
保
多
惠
子
　
様
（
百
合
ヶ
丘
）

故
　
久
保
　
友
計
　
様
　
81
歳

○
　
木
下
千
鶴
子
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
木
下
　
松
生
　
様
　
89
歳

○
　
横
尾
　
義
信
　
様
（
旭
東
）

故
　
横
尾
　
幸
子
　
様
　
81
歳

○
　
中
村
　
周
子
　
様
（
東
松
原
）

故
　
中
村
　
利
澄
　
様
　
88
歳

○
　
永
　
　
厚
子
　
様
（
松
ヶ
台
西
）

故
　
永
　
拓
次
郎
　
様
　
55
歳

○
　
稲
生
十
九
一
　
様
（
緑
ヶ
丘
）

故
　
稲
生
　
昌
治
　
様
　
85
歳

○
　
齋
藤
　
貞
行
　
様
（
旭
中
）

故
　
嶋
　
ハ
ツ
ヱ
　
様
　
100
歳

○
　
早
川
　
典
子
　
様
（
高
倉
）

故
　
早
川
リ
ツ
子
　
様
　
76
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
　
河
原
　
　
登
　
様

○
　
冨
山
　
秀
樹
　
様

○
　
横
尾
　
義
信
　
様

○
　
中
村
　
周
子
　
様



平
成
18
年
４
月
１
日
に
麻
疹
風
疹
の
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
麻
疹
風
疹

混
合
ワ
ク
チ
ン
で
２
回
接
種
と
な
り
、
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
。
法
改
正
の
主
な

理
由
は
、
２
回
接
種
す
る
こ
と
で
免
疫
を
し
っ
か
り
付
け
て
感
染
力
の
強
い
麻
疹
や

先
天
性
風
疹
症
候
群
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
な
ど
で
す
。

現
行
の
麻
疹
、
風
疹
予
防
接
種
の
対

象
年
齢
は
、
生
後
12
か
月
以
上
７
歳
６

か
月
未
満
で
そ
れ
ぞ
れ
単
独
ワ
ク
チ
ン

を
１
回
接
種
し
ま
す
。
法
改
正
後
は
、

麻
疹
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種

と
な
り
第
１
期(

生
後
12
か
月
以
上
24

か
月
未
満
）、
第
２
期(

５
歳
以
上
７
歳

未
満
で
、
就
学
１
年
前
の
４
月
１
日
か

ら
翌
年
の
就

学
前
日
の
３

月
31
日
ま

で)

に
分
か

れ
ま
す
。

す
で
に
両

方
を
接
種
し

た
場
合
や
、

ど
ち
ら
か
を

接
種
し
た
場

合
、
ま
た
、

ど
ち
ら
か
に

か
か
っ
た
場

合
は
、
麻
疹

風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
接
種
を

す
る
場
合
は
任
意
の
予
防
接
種
と
な
り

ま
す
。

【
麻
疹
】

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
と
て
も
強

く
、
空
気
感
染
で
起
こ
り
ま
す
。
症
状

は
発
熱
、
咳
、
鼻
汁
、
め
や
に
、
発
疹

な
ど
で
合
併
症
は
気
管
支
炎
、
肺
炎
、

中
耳
炎
、
脳
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
か

か
る
の
は
、
１
歳
児
が
最
も
多
く
、
０

歳
、
２
歳
と
続
き
ま
す
。
予
防
接
種
で

95
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
本
で
は
、
数
千
人
が
か
か
っ
て
死

亡
し
て
い
た
約
50
年
前
と
比
べ
て
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
毎
年
数
十

人
が
、
世
界
で
は
88
万
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。

【
風
疹
】

感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
で
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
み
感
染
し
ま
す
。
軽

い
風
邪
症
状
で
始
ま
り
、
発
疹
、
発
熱
、

頚
部
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
み
ら

れ
、
合
併
症
は
関
節
痛
や
血
小
板
減
少

性
紫
斑
病
、
脳
炎
な
ど
で
す
。

妊
婦
が
妊
娠
初
期
に
か
か
る
と
胎
児

に
感
染
し
、
先
天
性
風
疹
症
候
群(

心

臓
病
、
白
内
障
、
聴
力
障
害
な
ど)

と

呼
ば
れ
る
病
気
の
あ
る
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
平
成
16
年
は
10

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
法
改
正
で
個
別
接
種
と
な

っ
た
１
９
９
５
年
以
降
は
接
種
率
は
低

下
し
、
改
正
当
時
以
降
に
、
中
学
生
で

あ
っ
た
人
が
現
在
成
人
と
な
り
、
成
人

の
風
疹
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
感
染
を

防
ぎ
、
感
染
し
て
も
重
症
化
を
防
ぐ
こ

と
は
人
類
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
個
人
や
家
族
、
地
域
社
会
を
守

る
上
で
も
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
現
行
の
麻

疹
、
風
疹
予
防
接
種
の
対
象
者
で
接
種

し
て
い
な
い
人
は
、
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
の
体
調
の
良
い
と
き
に
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
未
来
課
保
健
師
　
酒
井
　
範
子

ヘルシークッキング

白身魚のじんじ汁
第162回

法
改
正
の
内
容
は

麻
疹
、
風
疹
は
ど
ん
な
病
気
？

予
防
接
種
を
受
け
よ
う
！

材
料(

４
人
分)

○
白
身
魚
の
す
り
身
１
０
０
ｇ
○
炊
き
麦

45
ｇ
○
ニ
ン
ジ
ン
20
ｇ
○
小
松
菜
60
ｇ
○

卵
25
ｇ
○
塩
ひ
と
つ
ま
み
○
片
栗
粉
20
ｇ

○
だ
し
汁
６
０
０
cc
○
大
さ
じ
１
○
酒
大

さ
じ
１

作
り
方

①
炊
き
麦
を
作
っ
て
お
く
。
ニ
ン
ジ
ン
は

皮
を
む
い
て
せ
ん
切
り
に
し
、
熱
湯
で

１
分
程
度
ゆ
で
、
ザ
ル
に
上
げ
て
お
く
。

②
小
松
菜
は
熱
湯
で
１
分
程
度
ゆ
で
、
水

に
さ
ら
し
て
ザ
ル
に
上
げ
、
冷
ま
す
。

水
気
を
絞
り
４
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
さ

に
切
る
。

③
ボ
ウ
ル
に
す
り
身
・
炊
き
麦
・
ニ
ン
ジ

ン
・
卵
・
塩
・
片
栗
粉
を
入
れ
、
ゴ
ム

べ
ら
な
ど
で
よ
く
混
ぜ
る
。

④
鍋
に
だ
し
汁
・
薄
口
醤
油
、
酒
・
塩
を

入
れ
、
強
火
に
か
け
る
。
煮
立
っ
た
ら

中
火
に
し
、
③
を
、
ス
プ
ー
ン
で
す
く

い
落
と
す
。

⑤
煮
立
っ
て
き
た
ら
あ
く
を
取
り
、
団
子

が
浮
き
上
が
っ
て
き
た
ら
火
を
止
め
、

器
に
盛
り
小
松
菜
を
添
え
る
。

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
78
kcal
／
た
ん
ぱ
く
質
６
・
７

ｇ
／
脂
質
０
・
９
ｇ
／
炭
水
化
物
10
ｇ
／
食

物
繊
維
０
・
８
ｇ

麻
し
ん
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

10

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

平成18年３月31日まで(現行） 
種類 
麻疹 
風疹 
 

回数 
１回 
１回 

対象者 
生後12か月から生後90か月未満 
　　　　　　　〃 

種類 
麻疹 
風疹 
混合 

回数 
１回 

１回 

対　象 
生後12か月から生後24か月未満 
５歳以上７歳未満で、小学校就学前の 
１年前から小学校就学の前日まで 

平成18年４月１日以降 



有
史
以
来
、
人
は
い
つ
・
ど
こ
か
ら

こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
の
か
？

町
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
、
い
つ
も

出
て
く
る
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。

原
始
・
古
代
の
時
代
は
、
文
化
人
類

学
的
課
題
と
し
て
お
く
と
し
て
、
少
な

く
と
も
中
世
以
降
の
戦
国
乱
世
の
こ
ろ

に
な
る
と
、
激
し
い
時
代
の
変
動
の
中

で
結
構
人
々
の
離
散
・
流
転
が
繰
り
返

さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

過
日
、
た
ま
た
ま
私
は
気
ま
ぐ
れ
な

一
人
旅
で
福
山
市
鞆と
も

の
浦
に
赴
い
た
。

か
っ
て
こ
こ
を
宿
泊
地
と
し
た
朝
鮮

通
信
使
が
、
そ
の
眺
望
を
し
て
「
日
東

に
っ
と
う

第
一
ノ
形
勝
」
と
讃た
た

え
た
場
所
を
実
感

し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
寺
が
多
い

鞆
の
浦
散
策
の
途
中
、
思
い
が
け
ず
山

中
鹿
介
幸
盛

し
か
の
す
け
ゆ
き
も
り
の
首
塚
に
出
会
っ
た
。

か
っ
て
私
た
ち
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
、

尼
子
家
十
勇
士
の
一
人
山
中
鹿
介
が
主

家
再
興
の
た
め
、
「
我
に
七
難
八
苦
を

与
え
給
え
」
と
三
日
月
に
祈
っ
た
故
事

を
教
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
首
塚
に
詣
で

た
と
き
、
私
は
岡
垣
に
尼
子
氏
家
臣
の

系
統
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

三
吉
の
野
仲
種
美
さ
ん
の
家
が
そ
れ

で
、
同
家
に
は
天
文
８
年(

１
５
３
９

年)

７
月
発
給
の
、
尼
子
義
久
の
署
名

と
花
押
の
あ
る
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。こ

の
文
書
は
、
豊
浦
の
役(

大
内
方

の
益
成

ま
す
な
り

重
友
を
長
門
嘉
年
か

ね

城
に
攻
め
た

戦)

で
奮
戦
し
た
野
仲
生い

駒こ
ま

に
宛
て
ら

れ
た
軍
忠
状
で
あ
る
。
野
仲
家
系
図
に

見
る
と
、
野
仲
生
駒
は
名
を
吉
兼
と
称

し
て
、
尼
子
氏
の
鉄
砲
頭
を
勤
め
千
五

百
石
を
宛あ
て

が
わ
れ
て
い
た
。

吉
兼
が
任
え
た
義
久
は
、
尼
子
氏
最

後
の
当
主
で
あ
る
。

尼
子
氏
の
全
盛
期

は
、
出い
ず

雲も

・
隠
岐
お

き

・

因い
な

幡ば

・
伯ほ
う

耆き

・
備び

前ぜ
ん

・
備
中

び
っ
ち
ゅ
う

・
美み
ま

作さ
か

・

備び
ん

後ご

の
八
カ
国
の
守

護
大
名
で
、
中
国
を

支
配
し
て
い
た
。

だ
が
、
義
久
と
父

晴
久
の
代
か
ら
毛
利

氏
と
拮
抗
し
て
戦
が

続
き
、
義
久
は
つ
い

に
居
城
富
田
城(

別

名
月
山

が
っ
さ
ん

城)

で
敗
れ
、

毛
利
元
就
に
降
伏
し
た
。

野
仲
家
系
図
に
よ
る
と
、
野
仲
吉
兼

は
富
田
城
落
城
の
際
に
、
義
久
の
奥
方

万
寿
か
ら
尼
子
家
の
家
宝
「
猫
掻

ね
こ
か
き

の
茶

碗
・
香
合
」
を
託
さ
れ
、
豊
前
城
井
き

い

に

身
を
潜
め
た
。
や
が
て
豊
前
中
津
の
領

主
だ
っ
た
黒
田
長
政
が
筑
前
に
移い

封ふ
う

さ

れ
た
と
き
、
こ
れ
に
随
伴
し
岡
垣
に
至

り
三
吉
に
居
を
定
め
た
と
あ
る
。

こ
の
と
き
吉
兼
が
主
君
尼
子
義
久
の

霊
を
弔
う
た
め
、
託
さ
れ
た
重
宝
を
屋

敷
の
一
隅
に
埋
め
、
そ
の
上
に
祠
ほ
こ
ら
を
建

て
た
が
、
こ
れ
が
「
猫
掻
ノ
祠
」
と
し
て

今
も
現
存
し
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
山
中
鹿
介
は
、
尼
子
義

久
が
降
伏
し
た
後
、
羽
柴
秀
吉
の
中
国

攻
め
に
与
力
し
、
備
前
上
月

こ
う
づ
き

城
に
拠よ

っ

て
、
主
家
再
興
を
図
っ
た
が
、
毛
利
氏

の
吉
川
・
小
早
川
の
大
軍
に
猛
攻
を
受

け
敗
れ
る
。
鹿
介
は
捕
ら
え
ら
れ
、
毛

利
輝
元
の
も
と
へ
護
送
中
に
備
前
高
梁

た
か
は
し

で
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
首
塚
が
、
鞆
の

浦
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
尼

子
家
再
興
の
望
み
は
絶
え
て
、
多
く
の

家
臣
は
散
り
散
り
と
な
っ
た
が
、
野
仲

家
も
そ
の
運
命
に
晒さ
ら

さ
れ
た
一
人
で
あ

る
。三

吉
に
帰
農
し
た
野
仲
家
は
、
そ
の

後
、
村
で
重
き
を
な
し
藩
政
期
末
に
は

三
吉
村
庄
屋
も
勤
め
て
い
る
。
明
治
22

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
市
・
町
村
制

で
、
岡
県

お
か
が
た

村
と
矢や

矧は
ぎ

村
の
二
村
が
発
足

し
た
と
き
、
岡
県
村
の
初
代
村
長
は
野

仲
菅
吉

す
が
き
ち

だ
っ
た
。

付
記
す
る
と
、
藩
政
期
の
黒
崎
宿
で

薩
摩
藩
の
定
宿

じ
ょ
う
や
ど
は
桜
屋
だ
っ
た
。

慶
応
元
年(

１
８
６
５
年)

３
月
、
三

条
実
美

さ
ね
と
み

ら
五
卿

ご
き
ょ
う

が
大
宰
府
落
ち
の
と
き

桜
屋
に
三
泊
し
た
。
桜
屋
の
主
人
古ふ
る

海み

正
顕

ま
さ
あ
き

は
勤
皇
の
志
厚
く
、
こ
の
と
き
卿

を
厚
遇
し
た
こ
と
を
賞
さ
れ
、
後
に
正

五
位
を
追
贈
さ
れ
た
。
こ
の
正
顕
の
妻

は
、
三
吉
の
野
仲
家
か
ら
嫁
い
だ
菅
吉

の
叔
母
・
久
野
で
あ
っ
た
。

野
仲
家
が
戦
国
乱
世
の
時
代
を
凌し
の

い

で
、
今
日
に
家
系
を
伝
え
て
き
た
こ
と

は
、
人
が
世
に
生
き
る
こ
と
の
意
味
を

考
え
る
う
え
で
決
し
て
小
さ
な
も
の
で

は
な
い
。

時
代
の
ド
ラ
マ
が
生
ん
だ
家
の
歴
史
①

尼
子
氏
家
臣
の
末ま

つ

裔え
い

野
仲
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1月の行事予定 
し尿収集日程 

人頭制（普通式・無臭式） 
従量制（量による汲取り式） 

いこいの里 

スポーツ大会 

４日 

５日 

６日 

７日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

30日 

31日 
高倉、上高倉、新海老津、野間二、 
野間三、野間四、山田、西山田、 
東山田、南山田、茅原、桜台 

波津 

湯川、原、新松原、三吉、元松原 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

内浦、高倉、海老津、野間四 

上高倉、高塚、糠塚 

三吉、吉木 

高倉、吉木 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＣ 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 
高陽、東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

8日 
 

13日 
 

14日 
15日 

 
20日 

 
22日 

 
28日 

 
29日 

バイオリン・チェロ入門講座発表会14:00 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート｢管正範・ムジカフォンタナ 
　　 (ピアノ・歌)｣18:30～19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
第３回シサイチャリテイーコンサート15:00 
いちご畑のコンサート｢イエロー・ジャケット 
　　(エレキギター)｣18:30～19:00 
おはなし会14:30 
第13回いちご畑の大音楽会14:00 
おはなし会14:30 
姫神コンサート2006　19:00 
文化箏千代の会新春コンサート13:30 
おはなし会14:30

8日 
 
 
 

14日 
 

15日 
22日 

 
 
 

29日 

剣道連盟・学年別剣道大会・親子剣道大会 
　　（町民武道館）8:30～12:30 
バドミントン連盟・岡垣オープン大会 
　　（ウエーブアリーナ）9:00～20:00 
ウォーキング連盟・宮地嶽神社ウォーキング 
　　（宗像市）8:30～15:00 
弓道連盟・東西対抗百射会（町民弓道場）9:00～17:00 
少年軟式野球連盟・第27回少年少女駅伝大会 
　　（遠賀コミュニティセンター）9:00～12:00 
ソフトバレーボール連盟・新春会員交流大会 
　　（町民体育館）9:00～18:00 
第40回遠賀郡各町対抗駅伝大会 
　　（遠賀コミュニティーセンター）9:15～14:00

8日 
14日 
15日 
21日 
22日 
28日 
29日 

初舞 
新舞踊翼流（翼 しげる） 
日本舞踊藤扇流（藤扇 莱祥） 
新舞踊末広会（吹雪 さくら） 
藤丘新舞踊（藤丘 竜聖） 
冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 
カラオケ（日恵歌謡倶楽部） 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 

月２回汲取りＢ 

吉木(矢口方面)

吉木(正矢口方面)、塚原Ｂ 
 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ 
 

三吉、吉木(古小路)

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、三吉団地 

内浦、手野、原 

月２回汲取りＡ、野間三(高倉 
団地、西鉄団地)、海老津 

月２回汲取りＢ 

海老津、東黒山、西黒山、糠塚 

高倉、吉木（倉丸方面） 

高倉 

吉木、高塚 

波津、原、内浦 
 

吉木（倉丸方面）、上高倉、 
緑ヶ丘、海老津、上畑、野間一、 
野間四、西山田 
 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 
戸切、戸切百合野、 
月２回汲取りＡ 
 

大　型　車 小　型　車 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　14日・28日 

糠塚 

1月 

人　口…32,058人(＋60) 

　　　内159人は外国人 

女　性…16,816人(＋20) 

男　性…15,242人(＋40) 

世帯数…11,807世帯(＋28) 

　　内78世帯は外国人世帯 

　　  (　　)は前月との比較 

出　生…24人 

死　亡…31人 

転　入…153人 

転　出…86人 

まちの広さ…48.51km2

20 

0 

1 

26

（－1） 

（±0） 

（－3） 

（＋4） 

（－12） 

（＋1） 

（－3） 

（＋16） 

167 

1 

8 

231

10月（前年比） 累計（前年比） 

ひとの動き（11月末） 人身事故件数（10月） 

救急・火災医療（11月） 
救急 出場件数 79 

　　 搬送人員 77 

火災 出火件数 1 

　　 り災世帯 0 

 火災の問い合わせ 
遠賀郡消防本部10180-999-998

事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 
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1月の行事予定（　町イベントなど　 健康福祉事業） 

第
1

第
4第

2

第
3

水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 
湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます○出せるごみは 
「ごみの分け方、出し方」を見てください 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、原、波津、 
内浦 
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、上高倉、 
吉木、高塚、塚原 
波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、西黒山、 
高倉、上高倉、新松原、元松原 

月２回大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月２回小型汲取り 
収集地区 

6 
（金） 

1 
（日） 

8 
（日） 

2 
（月） 

9 
（月） 

3 
（火） 

10 
（火） 

4 
（水） 

11 
（水） 

5 
（木） 

12 
（木） 

13 
（金） 

7 
（土） 

14 
（土） 

21 
（土） 

15 
（日） 

20 
（金） 

22 
（日） 

29 
（日） 

16 
（月） 

23 
（月） 

30 
（月） 

17 
（火） 

24 
（火） 

31 
（火） 

18 
（水） 

25 
（水） 

19 
（木） 

26 
（木） 

27 
（金） 

28 
（土） 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら 

　
　
　
　
　
納
め
よ
う
　
あ
な
た
の
税
は
　
大
切
で
す
　
　
鶴
田
　
　
友 

粗大ごみ収集日程 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………1月分 
　(延長保育料は12月分) 
○町営住宅家賃………1月分 
○町県民税……………4期分 
○国民健康保険税……8期分 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館) 
10:00～12:30

～６日　 廃油回収(各小学校事務室)10:00～14:00

祝・成人の日  
成人式（岡垣サンリーアイ）受付10:30～式典11:00～ 

2歳児相談(いこいの里)初回＝13:10～13:30受付 
2回目以降＝13:00～13:15受付 

創作工房人の駅(情報プラザ人の駅) 
①10:00～12:00②14:00～16:00

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

１歳６か月児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

遠賀郡消防合同出初式（水巻南中学校）9:30～  
おもちゃ病院(こども末来館)10:00～16:00

祝・元旦 

ごみの収集は休みです。不燃ごみは12日に収集します 

健康相談(東部公民館)10:00～11:30  
子育て相談(こども未来館)9:30～11:30  
自由広場(こども未来館)9:30～11:30

12
月
28
日
〜
１
月
上
旬『
岡
垣
美
術
家
連
盟
展
』　
下
旬『
年
賀
状
展
』 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー 

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

遠賀郡消防署　1293－1231へ 

○女性のための悩みごと相談 ｢おかがきホ ットライン｣ 
　10:00～17:00 
　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　13日(金)西部公民館、20日(金)東部公民館  
　27(金)いこいの里 
○法律相談　13:30～16:30 
　13日(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　13日(金)、27日(金)いこいの里 

1月の納期 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 

公共施設などの休み  
12/28～1/3いこいの里（入浴コーナー）  
12/28～1/4情報プラザ人の駅、岡垣サンリーアイ 
12/29～1/3役場、中央・東部・西部公民館、こども未来館、いこい
の里、町内各体育施設  
※コミュニティバスふれあい　12/30～1/3は、土日祝日ダイヤで
運行します。 

13



岡垣第一幼稚園 

岡垣中央幼稚園 

中部保育所 中部保育所 

今回の表紙

この時期になると日が落ちるのが早くな
り、電車に乗って岡垣町に帰ってきた人た
ちは、寒そうにしながら駅から出てきます。
そんな人たちを、樹木に飾られた電球の

明かりが、温かく迎え入れます。
海老津駅前のイルミネーションは、12月

1日から点灯しています。
岡垣町の冬の風物詩ともいえるこのイル

ミネーションは、1月15日まで駅前をオレ
ンジ色に染め上げます。

今年も広報を通じて、さまざまな人と出会い、そして勉強しました。役
場の仕事の中で、こんなにも地域の人とふれあえる仕事はなかなかないと
感じます。来年も、できるだけたくさん取材に出向きたいと思います。そ
のときはぜひ協力してください。それではみなさん、よいお年を！ (竹森)
7ページの右下の絵本は、布でできた絵本です。図書館の取材に行った

とき始めてその存在を知り、すぐに手に取り読んでみました。ボランテ
ィアの手作りだというその本は、約50冊あり、厚手の布地にフエルトを
張ったり刺しゅうをしたりしていて、とても温かみを感じました。来年
も取材に行って、感動できるものに触れ合いたいと思います。 (村上)

▲
▲

11月16日に中部保育所の子どもたちが、11月
22日には岡垣第一幼稚園の子どもたちが、勤労感
謝の職場訪問に訪れ、樋　町長や広渡助役に元気
に挨拶をし、似顔絵や花を手渡しました。また、
12月5日には岡垣中央幼稚園の子どもたちがサン

タ姿で訪れ、歳末助け合い募金を樋　町長に手渡
しました。
冬が訪れ寒くなった役場の中も、子どもたちの

元気な声で暖かくなりました。

勤労感謝の職場訪問・歳末助け合い募金

岡垣第一幼稚園 

岡垣中央幼稚園 

中部保育所 

岡垣第一幼稚園 

岡垣第一幼稚園 

岡垣中央幼稚園 

中部保育所 

岡垣中央幼稚園 
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